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第47回みくに会報告

1970年に群馬県の湯檜曽温泉で始まった蛾類学会の
採集例会「みくに会」は今年で47回を数え，半世紀近
くの歴史をもつ例会となりました．
今回は初の北海道を舞台として，上川町の愛山渓倶楽

部で開催されました．愛山渓倶楽部は大雪山国立公園内
の特別地域にあり，屋台等の建築物を勝手に設置するこ
とは禁止されております．そのため，事前に環境省から
許可を得たうえでの採集調査を兼ねた会となりました．
また，今回は北海道の方々にも多く参加いただくことが
でき，私どもとしても現地の蛾屋さんとの交流が深める
事ができた有意義な会となりました．

7月1日　
17:00の集合時間には参加予定者の全員が揃い，食堂

にて幹事の阪本優介さんにより開会の挨拶，岸田会長か
らご自身や学会としての北海道との関わりなどのお話を
頂きました．その後，道内の七飯町からお越し頂いた小
松利民さんから乾杯の音頭をいただき，第47回のみく
に会の幕が開きました．同じ北海道とはいえ，小松さん
のお住まいである七飯町からは愛山渓まで500kmほど．
東京からだと仙台まで行けてしまうほどの遠方から函館
の名越和夫さんと共においで下さいました．
夕食を食べながら一人一話で自己紹介を兼ねた近況の

報告をした後，自由行動の時間になりました．今回は初

めての北海道での採集例会ということもあり，ほぼ全員
が「採集」にウェイトを置いたようです．そのためか例
年は夕食後すぐに繰り広げられる酒宴がひとまず影を潜
めた形となりました．天気に恵まれた宿の敷地内には8
つの蛾幕が設置され，多くの蛾が飛来し採集例会として
申し分ない夜を過ごすことができました．なかでも北海 
道特産種である，ユーラシアオホーツクヨトウやホッカ
イエグリシャチホコ，カラフトアヤトガリバの飛来には
歓声があがりました．モンキシロシャチホコの紋が黒化
した型や，7月のエゾヨツメなど本州でおなじみの種で
も特有変異や飛来時期の妙を楽しむことができました．
一通り採集が終わると，みくに会の真骨頂である宴会

が大広間でいつとなしに始まりました．お酒を飲みなが
ら蛾の話に興じる人，普段お会いできない方々との親交
を深める人，落ち着きなく蛾幕と広間を行き来する人，
はたまた採ったものを展翅しだす人 (！ ) 様々な蛾屋模
様が深夜まで繰り広げられました．

7月2日
朝食後は自由行動でみなさんそれぞれ採集に出かけら

れました．ヒメキシタヒトリなどを採集したという話も
聞かれましたが，この日は天気が芳しくなく予報どおり
午後には大雨となってしまいました．宿舎に戻り16:00
からは「北海道の蝶と蛾」の著者である櫻井正俊さんの
講演会が開かれました．北海道特産種や設置回収型ライ
トトラップのお話に私はもとより参加者は聞き入ってし

Fig. 1.集合写真 . Fig. 2.モンキシロシャチホコ黒紋型 . Fig. 3.ユーラシアオホーツクヨトウ .
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まい，予定時間をオーバーしてしまう事態に．大変有意
義 な講演を頂くことができました．夕食後の採集は大
雨の中でしたが，宿の庇をお借りして2基が設置されま
した．宴会場の真横で行われるライトトラップは，これ
ぞ蛾類学会採集例会といった雰囲気を醸し出しており，
大雨にも関わらず楽しい夜となりました．この晩は北海
道特産種のマメヨトウが飛来．深夜遅くまでの酒宴は天
気に左右されることなく続きました．

7月3日
朝食後は恒例，六本脚賞と月刊むし賞の授賞式．岸田

会長の独断によりエゾヨツメを採集した人が会長とジャ
ンケンという事になり，月刊むし賞として各務さんが
「飛騨のギフチョウ」を手にしました．その後も私が月
刊むし賞として「世界のカブトムシ」，田辺さんが六本
脚賞として「日本産オサムシ図説」，中尾さんが六本脚

賞として「URANIE, CASTNIE e SATURNIE di Roberto 
Vinciguerra (ツバメガ，カストニアガ，ヤママユガ図説 )」
を受賞．その後集合写真を撮って，解散となりました．

参加者は29名 (敬称略 )． ご参加いただきありがとう
ございました．
北海道：菊地那樹，小松利民，櫻井正俊，澄川大輔，

田中成明，照井奈都美，名越和夫，原瑞恵，伴光哲，堀
繁久，前田大輔，横関丈司 / 埼玉県：飯森政宏，高橋公
彦，野中俊文 / 東京都：岸田泰則，北島裕紀，清野元之，
中尾健一郎 / 神奈川県：阪本優介，沼田康夫，宮嶋顕司 / 
静岡県：枝恵太郎，田辺恒彰 / 愛知県：間野隆裕，水野
利彦 / 岐阜県：各務一夫，宮野昭彦 / 鳥取県：田村昭夫

飯森政宏 (〒335-0002 埼玉県蕨市塚越6-28-11)

2016年秋の例会のご案内
秋の例会を下記の要領で開催する予定です．会員外で

も参加可能です．ふるってご参加ください．
※ 研究発表会はまだ時間に余裕がございますので，

発表希望の方は9 月25 日 (日 ) までに soumu@moth.jp に
ご連絡ください．

日　時 ：2016年10月2日 (日 )　13:00 ～ 16:30
会　場 ：国立科学博物館・附属 自然教育園 (2階会議室 ) 
　　　東京都港区白金台5-21-5
　　　代表電話  03-3441-7176

交　通 ：JR山手線目黒駅東口から徒歩7分程度
　　　　地下鉄南北線・三田線白金台駅から徒歩4分程度　

プログラム (予定 ) 
1. 研究発表会
中島秀雄・矢野高広：カバシタムクゲエダシャク再発見

の報告
中尾健一郎・福田輝彦：オスグロトモエ，ハグルマト
モエの国内外分布の再検討

2. みくに会報告 (飯森政宏 )
3. 各分科会報告
日本プン党 (堀江清史 ) 
カトカラ同好会 (田中拓 ) 
キリガ分科会 (四方圭一郎 ) 

4. 近況報告

参加費 ： 会場費は300 円．入園料は別途310 円となり
ます (65 歳以上及び高校生以下は証明書提示にて入園無
料となります )．休憩時間には園内散策できますが，園
内は天然記念物指定され，採集禁止ですので，ご注意く
ださい．
その他： 例会終了後に会場周辺で懇親会 (目黒さんま

センターにて，17～ 19 時 参加費1 人4500 円 ) を予定
しています．
世話人 ： 堀江清史

日本蛾類学会2017年総会・研究発表会のお知らせ
日本蛾類学会2017年総会・研究発表会は，福岡県の

九州大学附属図書館・中央図書館視聴覚ホール (新館
4F) で開催されます．今回は，土曜日ではなく，日曜日
の開催です．会場，曜日とも例年と異なりますのでご注
意ください．ふるってご参加ください．

日　時：2017年1月29日 (日 ) 総会11:00 ～ 11:30，研
究発表会13:00 ～ 17:00

場　所：九州大学附属図書館・中央図書館視聴覚ホール 
(新館4F) 

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/libraries/central/facilities
交　通：地下鉄箱崎線「箱崎九大前」より徒歩10分
https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/libraries/central/locations

懇親会も開催予定．詳細は次号に掲載します．
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■蛾類通信をお届けします
蛾類通信278号をお送りします．お送りしました封筒の

宛名タックシール右下に会費納入状況を印字しました．会
費は前納となっておりますので，「2016年会費受領」になっ
ておられない方は，会費のお振込をお願いいたします．こ
の受領年は2016年8月5日時点での納入状況です．ご送金
が行き違いになった場合はご了承ください．
若手会員の会費は年額3,500円です．2016年は「1991

年およびそれ以降生まれ」の国内会員を若手会員としま
す．この条件に合う方で封筒の宛名タックシールに「若」
印のない方は，手紙 (〒275-0017千葉県習志野市藤崎7丁
目5-33)，FAX (047-493-9179) または電子メール (info@
moth.jp) で生年を西暦でお知らせください．

例：会員番号 999　氏名  蛾類太郎　生年 (西暦 ) 1991年

一般の方は従来通り7,000円です (生年のお知らせは不
要です )．ご確認くださいますようお願いいたします．
お願い：移転や住所変更の際は，事務局までお知らせく

ださい．本会誌は郵便でお送りしていないので，郵便局へ
の移転通知では新住所に転送されません．よろしくお願い
いたします．

■会員移動
○入会
名越和夫，前田大輔，小西岳史

※蛾類通信277号の会員移動において，退会者のお名前
に「楠　祐一」氏のお名前を掲載しましたが，これは編集
上の誤りであり，退会はされておりません．この場を借り
て，楠様および会員の皆様に深くお詫び申し上げます．

本会に関する連絡，照会，送金等はすべて次のところにお願いします．会費　年額 7000円（若手会員 3500円）
275-0017  千葉県習志野市藤崎 7丁目 5-33  日本蛾類学会事務局（FAX 047-493-9179）振替 00160-2-72803
また，蛾類通信への投稿は以下にお願いします (投稿先住所が変わりました )．
222-0001   神奈川県横浜市港北区樽町 1-27-16　枝　恵太郎　　 e-mail: eda@air.ocn.ne.jp

昆　  虫　  植　  物　研  究  器  具  は
80 余年の経験と信用を誇る「志賀昆虫」へ
日本ではじめてできた　最上質ステンレス製 
有頭シガ昆虫針　有頭 W 針，微針，00，0，1，2，3，4，5，6 号

舶来品をはるかに凌駕する最良最硬質ステンレス（モリブデン含有）
各種標本箱等蛾類研究用必需品も取揃えてあります．ぜひご利用下さい。

志 賀 昆 虫 普 及 社
〒 142-0051　東京都品川区平塚 2-5-8　 電話 5858- 6

ムシは一ばん
4 0 1 （代表）   振替 0 0 1 3 0 -4-2 1 1 2 9
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